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ミドル・リーダーを育てる「教職大学院」平成２９年４月開設 
 

 

 

 福島県の教育を支えるミドル・リーダーの育成をめざした「人間発達文化研

究科教職実践専攻（教職大学院）」を平成２９年４月に開設します。 

 教職大学院では、「ミドル・リーダー養成コース」「教育実践高度化コース」「特

別支援教育高度化コース」の３つのコースにおいて、理論と実践を往還させた

教育研究を通して、福島県の教育の伝統を維持し革新を進めるミドル・リーダ

ーの育成に取り組みます。 

 

 

 平成２７年度末に提出した「人間発達文化研究科教職実践専攻（教職大学院）」

の設置計画について、大学設置・学校法人審議会において審議が行われた結果、

８月２６日付けで設置を可とする回答がなされ、平成２９年４月に開設するこ

とが決まりました。 

 今回開設する「人間発達文化研究科教職実践専攻（教職大学院）」は、２１世

紀の教師の資質能力の向上をはかり、福島県における教育の伝統を維持し革新

を進めるミドル・リーダーを育てることが大きな目標です。今後県内の教員が

大量に退職していく中で、「チーム学校」を牽引するミドル・リーダーを育てる

ことが急務であり、教職大学院での教育研究を通してその育成に取り組みます。 

 教職大学院には「ミドル・リーダー養成コース」「教育実践高度化コース」「特

別支援教育高度化コース」の３つのコースが設定されており、入学者の教職経

験や研究課題に合わせて選択します。カリキュラムは、学校現場の課題につい

ての理論と実践を往還させるように構成されています。そしてその学びを実践

報告会（ラウンド・テーブル）で報告し、実習や実践を振り返りながら学びを

深めていきます。２年間の課程で「教職修士（専門職）」の学位や専修免許状を

取得できます。 

 学生定員は１６名で、半数は現職教員の入学を想定しています。今年度の入

試は、９月２６日（月）～２９日（木）を出願期間、１０月１９日（水）を試

験日として実施されます。 

 
（問い合わせ先） 
人間発達文化学類教授 松下行則 
電 話：024-548-8123 
メール：matusita@educ.fukushima-u.ac.jp 
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